
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

為替レートの推移（対米ドル）
（期間：2019年5月30日～2020年5月29日）

▲1.63

▲0.91 ▲2.02

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202005_outlook.pdf
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ユーロ/円 119.84 2.79 4.15

米ドル/円 107.74 0.26 1.14 ▲1.78

情報提供資料
為替見通し

2020年6月1日

マーケットの動き（2020年5月26日～5月29日） 為替レートの推移（対日本円）
（期間：2019年5月30日～2020年5月29日）

為替市場は、米ドルは対円でやや上昇（円安）しました。

米ドル円相場はおおむね横ばいで推移しました。その他の主要通貨は対米ドルで上

昇、特に北欧通貨や豪ドルが上昇し、前週から引き続きリスクオン傾向にあります。

米ドルは、新興国通貨に対しても下落トレンドが継続しています。

ユーロは、欧州復興基金の進展が対円でユーロの上昇を後押ししました。

投資環境見通し（2020年5月）

米ドル、ユーロは新型コロナウイルス感染者の増加ペースが注目される

米ドル・ユーロ：新型コロナウイルス感染拡大の過程において、FRB（米連邦準備制度理事

会）は事実上のゼロ金利政策を導入した一方、ECB（欧州中央銀行）と日銀はともにマイナス

金利政策の深掘りを回避しています。米ドル、ユーロ、円とも短期金利の低下余地が限られる

中、当面は各国・地域間の新型コロナウイルス感染者数の増加ペースの差異や、社会・経済活

動の再開に向けた動きが注目されるとみています。新型コロナウイルスを巡る材料次第で、円

に対して変動率が高まりやすい状況が続くとみています。

変動幅（円）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
5月29日
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